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ＧＨＱは、「憲法の自由主義化」のために、内閣に憲法の改正を指示した。しかし、提出された改正試案が、天
皇の統治権を認めるものであったため、ＧＨＱはこれを拒否し、マッカーサー草案を急ぎ作成した。この草案
が和訳・修正されて政府原案になり、さらに衆議院・貴族院で修正・可決されて「日本国憲法」になった。 

 

 

 

 

 

○憲法の改正 

●政党の復活と結成 
＜幣原喜重郎内閣｜1945年 10 月～1946年５月＞ 
1945 年 10月、ＧＨＱの指示で出獄した徳田球一を中心に、 
(１)         が合法政党として活動を開始した。 

⇒ＧＨＱの民主化政策が進む中、次の各政党も復活ないし結成された。 
①日本社会党…旧無産政党を統合した政党 
②(２)         …旧立憲政友会系で

．．．．．．．
翼賛選挙の非推薦議員を中心に結成 

③(３)         …旧立憲民政党系
．．．．．．

で
．
大日本政治会に属した議員を中心に結成 

④日本協同党…労資協調を掲げる政党で、解散・合同を経て国民協同党に発展 
 

●戦後初の総選挙 
＜(４)         内閣｜1945 年 10月～1946年５月＞ 
1945 年 12月、衆議院議員選挙法改正 
…満 20歳以上の男女が選挙権を獲得し、女性参政権が実現 

 
1946 年４月、戦後初の衆議院議員総選挙 
…39 名の女性議員

．．．．
（代議士）
．．．．．

が誕生し
．．．．

、(５)         が第一党 
 
ＧＨＱは、かつての戦争協力者（翼賛選挙の推薦議員など）が公職に就くことを嫌い、 
1946 年１月からの(６)       で(７)       を失格とした。 

⇒これをうけ、(８)      が日本自由党総裁に就任した。 

＜第１次吉田茂内閣｜1946 年５月～1947 年５月＞ 
1946 年５月、日本自由党総裁で親英米派の(９)      が、内閣を組織した。 
 

●憲法の改正 
＜幣原喜重郎内閣｜1945年 10 月～1946年５月＞ 
1945 年 10月、(10)         内閣はＧＨＱに憲法改正を指示された。 

→（10）内閣は、松本 烝
じょう
治
じ
を委員長とする憲法問題調査委員会を設置した。 

→委員会作成の改正試案が天皇の統治権を認めていたため、 
ＧＨＱはこれを拒否し、英文の改正草案（マッカーサー草案）を作成した。 

⇒1946 年２月、内閣は草案を
．．．

和訳
．．
・修正
．．．

したものを
．．．．．

政府原案
．．．．

として提示した
．．．．．．．

。 
◇改正草案：国会が衆議院のみの一院制／政府原案：参議院を加えた二院制 
◇ＧＨＱは、高野岩三郎ら発表の「憲法草案要綱」を執筆に参考 

日本国憲法  

図１ 政治犯の釈放 

図３ 女性初の議員 

図２ 女性の投票 



＜(11)          内閣｜1946 年５月～1947年５月＞ 
1946 年 11月３日、(12)         公布（1947 年５月３日、施行） 
…大日本国憲法を改正する形で、衆議院・貴族院で

．．．．．．．．
修正可決されて公布 

…(13)       ・(14)       ・(15)            の３原則 
…本格的に「思想の自由」「集会・結社・表現の自由」「信教の自由」を保障 
…天皇は政治的権力をもたない「国民統合の象徴」とする(16)       制 
…第９条第１項で「国際紛争を解決する手段」としての戦争を放棄 
…この憲法では、衆議院・(17)      からなる国会が国権の最高機関 

◇衆議院の修正で、第９条第２項に「前項の目的を達するため」との字句が、 
芦
あし
田
だ
均
ひとし
の発案で加えられ、自衛のための軍隊保持を許容 

 

●諸法典の改正と制定 
1947～48 年、次の諸法典の改正・制定が進んだ。 
①(18)     改正 
…(19)      ・(20)       制を廃止し、男女同権の

．．．．．
家族制度を実現 

②(21)         制定 
…都道府県知事・市町村長の公選

．．
（直接選挙）
．．．．．．

やリコール制を定めた法律 
③(22)     改正 
…皇室に関する罪

．．．．．．．
（不敬罪）
．．．．．

の削除
．．．

や姦通罪の廃止
．．．．．．

 
④(23)     制定 
…国家地方警察・(24)         の２本立ての警察制度を定めた法律 

◇1954 年、国家地方警察・（24）が廃止され、都道府県警察を設置 
 

○生活の混乱 

●人口増加と物価上昇 
空襲で焼け出された人々は、防空壕や焼け跡に建てたバラック小屋で生活した。 
 
将兵の(25)     や海外居留民の(26)      で、日本の人口が

．．．．．．
急増し
．．．

た
．
。 

→食糧不足が深刻化し、米などの配給の不足・遅配・欠配が続いた。 
⇒民衆は、生活物資を求めて、農村への(27)      や 
公定価格を無視した市場(28)     の利用を余儀なくされた。 
 
物不足に加えて、戦後処理などで貨幣が増発され、激しい物価上昇を招いた。 
 
 
 
 
 

図４ 新憲法の三原則 

図６ 復員 図７ 引揚げの船 図８ 買出し列車 

図５ 闇市 


